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こ

風
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中
て

明
る
い
所
へ

木

代

子

や
っ
と
出
て
来
ま
し
た

み
ん
な
春
の
用
意
を
し
て
る
よ

も
う
終
り
だ
よ
と
…
…

き
び
し
い
冬
の
道
は

元
気
出
し
て
早
く
出
て
お
い
て

小
鳥
が
唄
っ
て
い
ま
す

北
風
は
ま
だ
吹
い
て
い
ま
す

た
め
ら
い
に
顔
を
か
く
し
て

出
て
も
い
い
の
か
し
ら

ふ
き
の
と
う
娘
は
言
い
ま
す

初
め
て
の
春
に
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戸籍制度のあらま ーし
(
5
)
 

戸籍に関する届出諸要件
種 類 ［事 件本人 1 届出義務者 1 届出の期限

生れた日から
1 4日以内

I 
養親と養子

養親と養子 養子が未成年
届出によって

の時は父母 効力が生ずる

上i同

出 生 届

養子縁組届

出生した子 父叉は母

届 出 地 添 付 警
住所

:： .' 

出生地）いづれ、 出生に立会った者

本籍 でもよい の出生証明書

＇未成年者を簑子と
する場合は家庭裁
判所の許可書

本籍又は住所

類'-I:¥:_その 、 他
、 ‘’

子の名は、ひらかな、かたかな 9

の外、当用漠宇表、人名漠字表 3

に示してある漠字に限る 、
証人2人必要

養子離縁届 同 上 同 上 同 上 同 上

婚

離

姻

一
婚

届

一

届

夫及び妻

同 上

夫及び妻

同 上

同

一

同

上

一

上

同

同

f! 上

上

夫叉は妻が
未成年の場合は
父母の同意書

死亡地
本籍地

いづれ

住所地｝でもよい

後見 人 後見人叉は
就職、更迭、

未成年者
親権者 親 権者

終了の日から

'¥-
1 0日以 内

死亡届死亡した者
同居の親族、 死亡した日か
同居者ら 7 日以内

入籍する 者 本 人 叉 は 届出によって
親権 者 効 力 が 生 ずる

同 上

入 籍 届 本 籍 叉は住所

氏名の
変更届

I I , 
戸籍の
筆頭者と
その配偶者

本 人 同 上 同 上 同 上 同

転 籍 届 事件本人 同 上 同 上

. . '、 • • : . ' • ;,: ・ ;,.・. ,' ミ,_,a/む：：・.,.や，:・ を •: ,

この外に認知、復氏、分籟、失踪、戸籍訂正等数多くの種類があるが一般的なものだけうを示した。 ≪・,:・,;, •• >_; .:., >、_;~,. -. • • s·~J; , ,/(翌を:・
•, ''.; ぎ’心t.,.' 

審判、調停等裁判による届出の期限は、確定の日から10日以内に届出なければならない匂； ・. . :.・'/ 
-: .... • .<考:;'.:,. ;:..'・，;.・・.. ・." 

ね税 け定 めや り間十の社除所六定，,-:(いi・j
く務なら申週‘ままに六合会‘得日申・旧召
だ署おれ告ぎ予たせ確日計保配金か告和
さ‘詳まをに定‘ん定か額険偶額らの 四
い役細すしな納源° 申らよ料者の始受十
°場な°てつ税泉 告三り控探合まけ六
税こ 税てを徴 を月多除除計り付年
務と 金いし収 し十いな‘額まけ分
課に のるたさ な五人ど扶がすが所
につ 還人 税れ け日は所養-- 0 --得
おい 付は額た れま‘得控基昨二税
たて が‘が税 ばで二控除礎年月の
づは 受確納額 なの月除‘控の十確

バ
イ
ク
、
耕
運
機
な
ど
で
役
場

よ
り
ナ
ソ
バ
ー
の
交
付
を
受
け
て

い
る
も
の
で
、
現
在
使
用
不
能
と

な

っ
て
い
る
も
の
を
所
有
し
て
い

る
人
は
、
廃
車
届
を
し
て
ナ
ソ
バ

ー
を
必
ず
お
返
し
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
三
月
末
日
ま
で
に
廃
車

屈
を
し
な
い
と
昭
和
四
十
七
年
度

の
バ
イ
ク
等
の
税
金
が
課
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
届
け
て
く

だ
さ
い
。

既
に
一
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た

よ
う
に
昨
秋
の
台
風
に
よ
る
被
害

額
は
、
土
木
施
設
、

農
業
施
設
、

林
業
施
設
合
せ
て

三
十
五

46
年
度
災
害
復
旧

工
事
始
ま
る

バ
イ
ク
等
の
廃
車

届
け
は
志
れ
ず
に

玉
川
一
小
敷
地
内
に
建
設
中
だ

っ
た
西
部
共
同
調
理
場
が
ほ
ゞ
完

成
四
月
よ
り
開
始
で
き
ま

す
。
こ
の
共
同
調
理
場
は

二ハ
0
、
0
五
六
乎
方
米

（
約
四
八
坪
）
鉄
骨
｀
‘
つ
く
り

で
竜
崎
の
湯
沢
組
が
五
六

0
万
円
で
請
負
、
そ
れ
に

消
毒
保
管
庫
、
自
動
洗
じ

ょ
う
機
等
五
一
六
万
円
相

当
の
備
品
が
完
備
｀
．
近
代

共
同
調
理

場

完

成

所
得
税
の
確
定
申
告
始
ま
る

り
待
ち
に
待
っ
て
い
た
泉
中
、
玉

川
一
小
、
川
辺
小
の
完
全
給
食
が

実
施
さ
れ
、
こ
れ
で
新
学
期
よ
り

先
に
実
他
し
て
い
る
須
釜
小
、
四

辻
分
校
、
須
釜
中
と
合
せ
て
村
内

全
校
の
完
全
給
食
が
実
現
で
き
る

わ
け
で
す
。

的
な
調
理
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
共
同
調
理
場
の
完
成
に
よ

八
、
六
四
六
千
円
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
内
四
十
六
年
度
分

と
し
て
左
記
の
と
お
り
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。
な
お
残
り
に
つ

い
て
は
今
後
二
年
内
で
全
部
復
旧

さ
れ
る
予
定
で
す
。

一
、
公
共
土
木
施
設

南
須
釜
花
見
堂
道
路

ク

堂

ノ

内

ク

ク

小

柳

作

ク

吉

古

命

塚

ク

四
月
よ
り
給
食
開
始

二
、
農
業
施
設

北

須

釜

桜

窪

道
路

酒飲み運転

あの世行き
飲ませた人も
罰せられる．／



3
 

昭和47年2月1日 No. 68 広報 たまか わ

あ
た
り
を
見
廻
し
て
も
知
っ
て

る
人
が
い
な
い
、
そ
れ
だ
け
で
な

◇
四
十
七
年
成
人
式
は
去
る
一
同
十
五
日
あ
い
に
く
の
み
ぞ
れ
に
見
◇

◇
舞
わ
れ
た
が
、
午
前
九
時
―
―

-
0分
か
ら
役
場
会
議
室
に
成
人
該
当
◇

◇
者
一
五
八
名
中
―
ニ
ハ
名
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
式
は
教
◇

◇
育
長
の
開
式
の
こ
と
ば
、
村
長
式
辞
、

成
人
証
書
及
び
記
念
品
交
◇

◇
付
、
来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
成
人
適
令
者
を
代
表
し
て
車
田
世
利
子
◇

◇
さ
ん
が
謝
辞
を
の
べ
て
式
が
終
り
、
続
い
て
記
念
講
演
、
全
員
で
◇

◇
の
記
念
撮
影
が
あ
っ
て
厳
粛
盛
大
に
成
人
式
を
終
了
し
ま
し
た
。
◇

の

十

才

声

l

玉
川
村
大
字
南
須
釜
字
大
井
沢
四

ー

―

―

大

和

田

恵

子

I I 
~ ・・・-・・・・- ・--よ――

' 

ぜ
か
心
細
く
惑
じ
た
私
で
し
た
。

参
加
す
る
ま
で
の
自
分
は
、
代
表

と
し
て
の
責
任
、
ぎ
っ
し
り
つ
ま

れ
た
日
程
に
た
だ
目
を
通
し
て
、

い
っ
た
い
、
私
に
何
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
う
か
…
…
。
そ
ん
な
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

反
面
、
参
加
す
る
以
上
い
ろ
ん

な
面
に
お
い
て
、
数
多
く
何
か
を

得
よ
う
と
い
う
意
欲
も
小
さ
な
心

の
片
隅
に
は
あ
り
ま
し
た
。

成
人
と
し
て
の
自
覚
と
言
わ
れ

て
も
、
す
ぐ
に
感
じ
る
も
の
が
な

い
。
つ
い
最
近
ま
で
選
挙
、
そ
れ

に
政
治
問
題
な
ん
て
全
然
と
言
っ

て
い
A

く
ら
い
関
心
が
な
く
、
大

人
の
す
る
こ
と
の
様
に
思
っ
て
、

ふ
り
向
き
も
し
な
か
っ
た
自
分
な

の
に
、
初
め
て
選
挙
権
が
わ
た
さ

れ
投
票
し
た
時
、
た
だ
夢
中
で
す

ぎ
た
一
瞬
、
何
か
悪
い
こ
と
で
も

し
て
い
る
様
な
、
そ
ん
な
自
分
の

行
動
、
小
さ
な
用
紙
に
何
字
か
記

す
る
こ
と
さ
え
貴
重
な
こ
と
の
様

に
、
感
じ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

る。
初
め
て
選
挙
を
し
て
、
叉
、
ち

が
っ
た
社
会
の
中
に
足
を
少
し
踏

み
入
れ
た
時
、
二
十
オ
？
大
人
の

仲
間
入
り
が
で
き
る
な
ん
て
思
っ

て
い
た
こ
と
は
、
遠
い
昔
の
こ
と

で
、
そ
の
時
の
私
に
と
っ
て
は
＼

重
荷
の
様
な
も
の
さ
え
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

数
々
の
諧
談
の
中
で
、
実
際
ーの

こ
と
な
の
に
、
私
自
身
忘
れ
て
い

た
こ
と
や
、
現
在
の
社
会
問
題
、

む
ず
か
し
い
こ
と
か
も
知
れ
な
い

け
れ
ど
、
少
し
は
知
っ
て
い
な
く

て
は
と
懸
命
に
ペ
ソ
を
取
る
。

一
番
大
切
な
こ
と
を
忘
れ
て
し

ま
う
様
な
今
の
社
会
。
叉
明
日
に

生
き
る
若
者
が
失
わ
れ
そ
う
な
若

さ
と
新
鮮
さ
を
与
え
て
く
れ
た
三

日
間
、
私
に
と
っ
て
、

意
義
あ
る

も
の
で
し
た
。

・

沢
山
の
人
達
と
接
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
考
え
、
又
意
見
を
語
り
合

い
、
何
よ
り
も
良
い
体
験
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
場
を
用

い
る
こ
と
だ
け
で
何
か
を
得
る
。

時
に
は
き
び
し
く
、
時
に
は
楽

し
い
、
こ
う
い
う
場
を
い

つ
ま
で

も
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
昨
年
十
一
月
九
日
か
ら
十
一
日

ま
で
の
三
日
間
国
立
磐
梯
青
年
の

家
で
福
島
県
明
る
＜
正
し
い
選
挙

推
進
協
議
会
と
福
島
県
選
挙
管
理

委
員
会
の
共
催
に
よ
り
県
内
の
新

有
権
者
を
対
象
に
開
催
さ
れ
た
、

第
八
回
新
有
権
者
政
治
購
座
に
当

村
か
ら
二
名
参
加
致
し
ま
し
た
が

こ
の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
大
和

田
恵
子
さ
ん
の
そ
の
時
の
感
想
文

か
ら
掲
載
じ
た
も
の
で
す
。
）

広
域
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

本
事
業
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
村
民
各
位
の
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
給
水
加

入
戸
数
も
、
基
本
計
画
に
そ
っ
た

目
標
ま
で
に
は
ま
だ
達
し
ま
せ
ん

が
、
多
数
の
加
入
者
を
得
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

只
今
こ
の
加
入
戸
数
を
も
と
に

幹
線
の
実
施
測
量
が
一
月
十
七
日

よ
り
始
ま
り
、
併
せ
て
実
施
計
画

を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
計
画
樹

立
以
前
に
加
入
者
の
総
数
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
給

水
区
域
内
の
未
加
入
者
に
つ
い
て

は
尚
一
層
の
ご
理
解
を
頂
き
、
早

め
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。
（
実
施
段
階
で
の
加

入
は
出
来
ま
せ
ん
）
今
後
は
こ
の

実
施
計
画
に
も
と
づ
き
予
算
等
の

火
災
多
発
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

火
の
元
に
こ
注
意

確
保
と
事
業
の
実
施
に
総
力
を
あ

げ
て
、
一
日
も
早
く
給
水
出
来
る

島

i

n

n
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昭
和
四
十
六
年
十
月
一
日
か
向
き
ま
す
。

ー

ーm

ら
十
二
月
―
―
―
十
一
日
迄
を
期
間

111

ー叩

と

し

て

国

民

た

す

け

あ

い

運

動

歳

末

た

す

け

あ

い

叫

9
 

ー
I

I

 

＇ 
ー

＇ ＇ 

Ill

と

し

て

、

全

国

一

斉

に

展

開

さ

募

金

．

ー

ーー

’
 

ー

血
れ
た
こ
の
運
動
は
、
皆
様
の
深

ー

叩
い
御
理
解
と
御
協
力
に
よ
り
‘
-
、
四
十
六
年
度
目
標
額
叩

ー

ー

UII

本

村

に

於

て

も

次

の

通

り

の

実

六

宜

、

0
四
二
円
111

nn

績

を

納

め

る

こ

と

が

出

来

ま

し

二

、

募

金

実

績

額

皿

ー

1

,

 

m

た

。

皆

様

に

対

し

敬

意

を

表

す

六

六

、

八

九

二

円

血

＇ 呻
る
と
と
も
に
厚
く
御
礼
申
し
上
―
―
-
、
前
年
度
よ
り
繰
越
額

叫

一
九
、
九

0
二
円
血

血
げ
ま
す
。

ー

合

計

八

六

、

七

九

四

円

血

ーー

＇ 
ー

＇ ＇ 

11

右
の
金
に
よ
り
福
祉
施
設
、
叩

血

共

同

募

金

ー
血
一
、
四
十
六
年
度
目
標
額
病
院
等
の
入
所
入
院
者
三
八
名
血

I

I

 

••• 

ー
I

I

 

I

I

 

＇ 一
御
協
力
を
感
謝
し
ま
す
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ー

ー

＇ 

•
I 

叩

昭

和

46
年

共

同

募

金

と

叫

I

I

 
9

,

 

1

,

 

1

,

 

I

I

 

ー

＇ 
ー

＂

．

歳

末

た

す

け

あ

い

運

動

ー
I

'

 

＇ 

＇ 1

,

 
二
五
六
、

0
0
0円
に

対

し

二

八

五

0
0円
を
慰
叩

ーーーー

＇ 
ーlln

二
、
募
金
実
績

額

問

金

と
し
、
本
年
度
は
特
に
小
血

二
七
五
、
三
三

0
円
針
村
長
、
境
田
文
教
厚
生
委
員
[

ーー

＇ 
ーー＂

三
、
目
標
に
対
す
る
比
率
長
の
参
加
に
よ
る
慰
問
班
に
よ

111

ーー
I

I

 

1
0七
、
五
び
夕
り
、
施
設
、
病
院
を
訪
ね
慰
問

111

＇ ＇ ＇ I
I

 

l

l

 

叩

募
金
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
贈
呈
を
な
し
、
在
村
長
期
療
養
血

＇ 

ー
竺
一
月
一
日
全
額
を
県
共
同
募
金

者
、
生
活
困
窮
世
帯
四
八
に
対
血

ー

ー

し
、
四

0
、
五

0
0円
を
担
当

111

．
 

ー

111

会
に
送
金
致
し
ま
し
た
。

ー血
尚
、
こ
の
成
績
に
よ
り
四
十
民
生
委
員
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
慰
問
血

I

I

 

ーー

＇ 
ー

nII

七
年
度
に
村
社
協
に
一
三
四
、
贈
呈
致
し
ま
し
た
。

ー

叩
九
三

0
円
が
配
分
さ
れ
る
こ
と
尚
本
年
は
一
七
、
七
九
四
円
皿

＇ 

ー
叩
に
な
り
ま
す
が
、

、こ
れ
は
、
社
が
残
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
昭
111

ー

＇ 血
協
共
募
事
業
の
財
源
と
し
て
、
和
四
十
七
年
募
金
に
当
り
所
要
血

血
低
所
得
者
援
護
、
児
童
福
祉
、
見
込
額
よ
り
差
引
募
金
目
標
額

血

I

I

 
'

,

 

ーーー

111

老
人
福
祉
等
の
事
業
費
に
振
り

と
な
り
ま
す
。

・

1

,

 

ー

ー

ー
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よ
う
進
め
て
い
く
た
め
、
皆
様
方

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。



広報 たまかわ No. 68 昭和47年 2月 1日 4
 

な
ぜ
献
血
は
必
要
に

な
っ
た
か

習
売
血
者
」
と
い
わ
れ
る
、
半
ば

職
業
化
し
た
特
定
の
人
々
か
ら
の

買
血
に
よ
っ
て
賄
な
わ
れ
て
い
る

結
果
で
す
。
こ
の
よ
う
な
弊
害
を

取
り
除
く
た
め
に
売
卯
自
粛
の
措

置
が
と
ら
れ
、
そ
の
た
め
従
来
の

よ
う
に
県
内
で
必
要
な
血
液
を
他

県
か
ら
搬
入
す
る
こ
と
は
困
難
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
意
味
か
ら
県
民
一
人
一
人

が
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
最

も
大
切
で
す
。
健
康
な
と
き
に
献

血
を
し
て
他
人
を
助
け
、
自
分
が

病
気
の
と
き
に
は
皆
さ
ん
の
献
血

で
助
け
て
い
た
だ
く
、
こ
れ
が
献

血
の
精
神
で
す
。

わ
れ
わ
れ
の
体
内
に
お
け
る
血

液
の
最
は
一
般
に
体
重
の
約
六
な

い
し
八
パ
ー
セ
ソ
ト
で
健
康
な
成

人
の
場
合
は
約
四
な
い
し
五
リ
ッ

ト
ル
で
あ
り
ま
す
。

け
が
や
手
術
に
よ
っ
て
一
時
に

全
血
液
蹟
の
三
分
の
一
を
失
う
と

血
圧
が
下
り
、
二
分
の
一
を
失
う

と
生
命
が
危
機
に
直
面
し
ま
す
。

血
液
型
に
は

A
、
B
、
0
式
血

液
型
と
R
h
式
が
あ
り
A
、
B
、

O
型
に
よ
る
国
民
全
体
の
割
合

は、

A
型
四

0
パ
ー
セ
ン
ト
、

0

型――

-0パ
ー
セ
ソ
ト
、

B
型
二
〇

パ
ー
セ
ソ
ト
、

A
B
型
一

0
パ
ー

セ
ソ
ト
と
い
わ
れ
R
h
式
に
よ
る

と
ほ
と
ん
ど
が
陽
性
田
で
あ
り
陰

性
日
は
0
•
五
パ
ー
セ
ン
ト
位
と

い
わ
れ
ま
す
。

県
で
は
ど
の
位
の
輸

血
用
血
液
が
必
要
か

ー
ー
あ
な
た
の
献
血
で

尊

い

生

命

い

ま

血
液
に
つ
い
て

と
く
に
新
鮮
な
血
液
の
必
要
な

心
臓
手
術
な
ど
特
殊
な
外
は
つ
ぎ

の
よ
う
な
欠
点
が
あ
り
ま
す
の
で

で
き
る
だ
け
避
け
た
い
の
で
す
。

一
、
梅
毒
感
染
の
問
題

輸
血
の
際
に
、
あ
ら
か
じ
め
供

の
梅
毒
検
査
を
行
う
こ
と
は

新
鮮
血
は
ど
う
し
て

危
険
な
の
か

年
間
約
―
―
―
-
、

0
0
0
リ
ッ
ト

ル
の
間
液
が
必
要
で
す
。
昭
和
―
―
―

十
八
年
に
お
け
る
保
存
皿
液
の
約

九
十
七
。
ハ
ー
セ
ン
ト
が
売
血
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か

し
な
が
ら
昭
和
三
十
九
年
春
頃
か

ら
血
液
間
題
に
対
す
る
国
民
の
関

心
が
急
激
に
高
ま
る
に
つ
れ
て
、

献
血
に
よ
る
血
液
が
次
第
に
増
加

し
、
三
十
九
年
末
に
お
け
る
献
血

血
液
の
割
合
は
七
・
七
パ
ー
セ
ソ

ト
に
な
り
そ
の
後
順
調
に
伸
び
、

四
十
四
年
度
に
は
九

0
・
ニ
パ
ー

セ
ソ
ト
に
達
す
る
に
至
り
、
こ
れ

は
私
達
の
保
健
衛
生
上
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

保
存
血
液
と
は

租
達
の
献
血
し
た
血
液
は
血
液

が
凝
固
し
な
い
作
用
を
も
つ
薬
品

の
入
っ
た
完
全
に
滅
菌
し
た
瓶
に

入
れ
て
一
定
の
温
度
に
保
っ
て
貯

蔵
し
ま
す
、
こ
れ
を
保
存
血
液
と

い
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
瓶
に
保
存
さ
れ
た

血
液
は
採
血
後
三
日
か
ら
四
日
の

間
に
血
型
試
験
、
梅
毒
血
清
反
応

試
験
、
肝
鳩
能
試
験
な
ど
の
諸
検

査
を
行
い
、
そ
の
後
始
め
て
使
用

で
き
る
の
て
す
。
検
査
を
し
た
保

存
血
液
は
4
度
C
な
い
し
6
度
C

の
冷
歳
庫
で
保
存
さ
れ
採
血
し
た

日
の
五
日
目
か
ら
二
十
一
日
目
ま

で
の
十
七
日
間
が
輸
血
の
で
き
る

期
間
な
の
で
す
。

▽
生
き
て
い
る
う
ち
に
十
年
か
け

て
二
割
、
二
十
年
で
三
割
を
本

人
が
も
ら
わ
れ
る
長
生
き
保
険

▽
お
子
さ
ん
が
、
高
校
や
大
学
に

一
、
血
液
の
比
重
が

•
O
五

（
五
頁
へ
続
く
）

献
血
の
で
き
な
い
人
と
は

四
、
緊
急
の
場
合
役
に
た
つ
。

五
、
保
管
や
輸
送
が
で
き
る
。

皆
さ
ん
ご

村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
毎
月
お

払
い
込
み
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
簡
易
保
険
の
掛
金
は
、
総
額
二

兆
五
千
億
円
余
の
巨
額
の
簡
保
資

金
と
な
っ
て
、
政
府
機
関
や
。
公

共
団
体
に
融
資
さ
れ
、
社
会
の
発

展
に
役
立
っ
て
い
ま
す
が
、
郷
土

玉
川
村
に
も
約
三
千
五

0
0万
円

が
融
資
さ
れ
て
（
次
の
グ
ラ
フ
の

と
お
り
）
学
校
、
住
宅
な
ど
の
建

設
に
、
大
き
な
役
割
を
果
し
て
お

り
ま
す
。

入
る
時
期
に
合
せ
て
支
給
さ
れ

る
学
資
保
険
。

く
わ
し
く
は
川
辺
郵
便
局
（
も

六
0
)
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

I

コ

·
-
~
~
J
i
i

自

m
日
じ
卜
●

-
J
-●●
●
―
―
―
―

な
か
な
か
困
難
で
す
し
、
あ
ら
か

じ
め
検
査
を
行
っ
て
も
感
染
初
期

の
供
血
者
を
発
見
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
す
。

二
、
緊
急
必
要
時
の
混
乱

緊
急
に
輸
血
の
必
要
な
場
合
、

息
者
と
同
型
の
血
液
を
確
保
す
る

こ
と
は
必
要
量
が
多
く
な
る
ほ
ど

困
難
で
す
。

保
存
血
液
の
利
点
は

一
、
安
心
し
て
使
用
で
き
る
。

二
、
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
。

―
―
-
、
大
昂
に
使
用
で
き
る
。

25千円

20干円

15千円

献
血
の
で
き
る
人
と
は

満
十
六
才
以
上
六
十
五
才
未
満

の
方
で
健
康
な
方
な
ら
男
女
を
問

わ
ず
献
血
が
で
き
ま
す
。

な
お
実
際
に
採
血
す
る
前
に
医

師
が
問
診
や
健
康
診
断
を
行
な
い

無
理
な
採
血
は
行
な
い
ま
せ
ん
。

明
る
い
く
ら
し
の
設
計
簡
易
保
険
新
加
入
運
動
を
展
開
中
で
す

10干円

5千円

融資額(34;905,241円）

皿皿胆酎呆融資額と
--c碑回呆加入額を

くらぺると
(1世帯当り、 1人当り）

24,550 fll 3 , 085円 4,740円 595円

I 1世帯当り I1人当り

じ
で
す
か
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毎
月
一
回
献
血
し
て
も

さ
し
つ
か
え
な
い
か

私
達
の
血
液
の
量
は

（
四
頁
よ
り
続
く
）

未
満
の
方
。

二
、
過
去
一
カ
月
以
内
に
供
血
さ

れ
た
方
。

―
―
-
、
現
在
妊
娠
し
て
い
る
方
。

四
、
体
重
が
男
子
四
五
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
女
子
四

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
以

下
の
方
。

五
、
最
高
血
圧
が
百
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
以
下
の
方
。

六
、
有
熱
者
や
健
康
状
態
の
悪
い

方。

七
、
健
康
診
断
の
結
果
、
採
血
に

よ
り
悪
化
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

循
環
系
疾
息
、
血
液
疾
息
そ
の

他
の
疾
息
に
か
か
っ
て
い
る
方

一
回
の
採
血
量
は

二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
で
す
。

普
通
成
年
の
場
合
、
体
重
の
十

二
分
の
一
な
い
し
十
三
分
の
一
リ

ッ
ト
ル
位
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

体
重
五

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
な
ら

四
千
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
で
す
。
こ
の

中
か
ら
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
採
血

す
る
と
全
血
液
量
の
二
十
分
の
一

で
す
か
ら
健
康
に
は
全
く
影
響
な

い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

採
血
し
た
あ
と
は

特
に
安
静
を
考
え
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
採
血
直
後
に
作
業
を

行
っ
て
も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ

ん
。
酒
も
普
通
量
で
あ
れ
ば
、
飲

ん
で
も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん

し
、
入
浴
も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
血
圧
の
関
係
上
、
高

い
と
こ
ろ
で
の
作
業
は
ひ
か
え
た

ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

二百ミリりットル程度なら

使保 乳 入 食

使用料 料舅ぎ分麿扱用育 所

料器 料 料

日 日 日 日
ー日ニ件Q 

実
~ 

0.、 金

言
旦

ー五

〗額賃
五 〇゚

円 円゚ 円

使 母 村 へ副 入 自 入母
対外

子
乳 外 に 所 宅 健

用 不 者 白／良 者 分 所康
米 セ

足 の 五 全 娩 ン／

包費
夕

者者 者 み 員 者 者 1

毎
月
一
回
位
献
血
し
て
も
さ
し
つ

か
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
く
続
く

と
や
は
り
無
理
を
生
じ
ま
す
の
で

一
年
に
三
回
位
が
理
想
的
と
い
わ

れ
ま
す
。

一
、
あ
な
た
の
血
液
型
を
記
入
し

た
献
血
手
帳
を
さ
し
あ
げ
ま
す

二
、
篤
志
献
血
さ
れ
た
方
に
は
将

来
あ
な
た
や
家
族
の
方
に
輸
血

の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
献
血

に
よ
る
保
存
血
液
を
優
先
的
に

お
世
話
し
ま
す
。

三
、
献
血
さ
れ
た
血
液
に
つ
い
て

は
、
厳
重
な
検
査
を
行
い
、
そ

の
血
液
に
異
常
反
応
が
認
め
ら

れ
る
と
直
ち
に
本
人
あ
て
に
血

液
健
康
診
断
書
を
送
り
ま
す
。

従
っ
て
本
人
の
病
気
が
早
期
に

発
見
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

四
、
県
よ
り
献
血
の
お
礼
と
し
て

記
念
品
を
差
上
げ
ま
す
。

玉
川
村
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
設

置
条
例
の
一
部
が
次
の
様
に
改
正

に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
尚
こ
の
料
金
は
昭
和

四
十
七
年
一
月
一
日
よ
り
適
用
さ

れ
ま
し
た
が
、
児
童
福
祉
法
に
よ

る
助
産
施
設
入
所
に
つ
い
て
は
こ

の
料
金
は
適
用
外
で
す
。

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
入
所
料
が
改
正

税

理

士

は

、

納

税

者

に

応
じ
て
、
所
得
税
、
法
人
税
、
相
続

に
せ
税
理
士
に

ご

注

意

献
血
し
た
人
の
特
典

と
し
て

献
血
の
で
き
る
と
こ
ろ

県
南
方
部
で
は

太
田
綜
合
病
院
内
（
郡
山
市
）

寿
泉
堂
綜
合
病
院
内
（
郡
山
市
）

公
立
岩
瀬
病
院
内
（
須
賀
川
市
）

白
河
厚
生
綜
合
病
院
内
（
白
河
市
）

公
益
財
団
法
人
会
田
病
院
内

（
矢
吹
町
）

移
動
採
血
車
（
い
ず
み
号
）

県
内
を
常
に
巡
回
し
採
血
し
て

い
る
自
動
車
で
。
玉
川
村
に
は
、

二
月
二
十
二
日
の
午
前
九
時
か
ら

十
二
時
ま
で
玉
川
村
役
場
前
で
採

血
い
た
し
ま
す
か
ら
、
人
道
的
立

場
と
社
会
の
連
帯
意
識
を
認
め
て

い
た
だ
き
、
献
血
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

明

神

様

そ
の
四

税

な

ど

の

国

税

や

、

市

町
村
民
税
な
ど
の
地
方
税
に
つ
い

て
、
税
務
代
理
や
税
務
書
類
の
作

成
、
税
務
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

税
理
士
の
業
務
を
行
な
う
こ
と

の
で
き
る
人
は
、
税
理
士
試
険
に

合
格
し
て
税
理
士
の
登
録
を
受
け

税
理
士
会
に
入
会
し
て
い
る
税
理

一
定
の
手
続
き
を
し
た
弁

公
認
会
計
士
と
な
っ
て
い

に
、
都
々
古
別
神
社
の

末
社
と
し
て
、
こ
の
地
に
祀
り
、

部
落
の
安
泰
を
守
り
続
け
て
来
た

が
、
母
畑
ダ
ム
の
完
成
と
共
に
湖

底
に
沈
む
こ
と
に
な
る
。

よ
れ
ば
、
大
寺
城
第
十

二
代
城
主
安
芸
守
光
義
公
は
、
賢

君
で
あ
っ
て
よ
く
村
政
を
治
め
、

応
永
二
年
(
-
四
一
三
）
字
奥
平

に
酢
釜
明
神
を
祀
り
、
そ
れ
ま
で

の
南
北
炭
釜
を
酷
釜
と
改
め
た
。

そ
の
後
酢
釜
明
神
は
森
殿
に
遥
さ

昭
和
四
十
七
年
一
月
一
日
か
ら

犬
の
危
害
防
止

県
条
例
の
改
正

ま
す
。
税
理
士
を
依
頼
す
る
と
き

は
税
理
士
の
資
格
を
確
か
め
、
に

せ
税
理
士
に
依
頼
し
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。（

須
賀
川
税
務
署
）

都
々
古
別
神
社
を
守
り
、
邪
悪

が
近
づ
く
こ
と
を
塞
ぐ
一
対
の
唐

獅
子
、
天
正
六
年
(
-
五
七
八
）

の
作
、
（
写
真
上
）
吉
鹿
島
神
社

に
も
一
対
あ
る
。

狛

犬大
字
南
須
釜
字
八
又

祭
神
は
、
倉
稲
魂
命
で
あ
る
。

稲

荷

神

社

大
字
吉
字
上
ノ
入 又

大

黒

天

様

県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
村
内
全
域
で

の
、
犬
の
放
し
飼
は
で
き
な
く
な

り
、
狩
猟
な
ど
の
特
別
の
場
合
以

外
は
全
部
つ
な
い
で
お
く
か
、
お

り
に
入
れ
て
飼
う
こ
と
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

1
1
1
1
1
1
1
-
.
.
,
,
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れ
、
須
釜
神
社
と
し
て
合
祀
さ
れ

一

た
。
こ
こ
か
ら
は
遠
く
大
寺
城
を

望
ま
れ
、
雀
森
部
落
の
鎮
守
と
し

〗
須
釜
の
文
化
財

て
拝
め
ら
れ
て
い
る
。

一
[

八

幡

神

社

大
字
南
須
釜
字
千
五

沢
に
鎮
座

一
ー
千
五
沢
地
区
は
、
建
保
年
間

[
-
ニ
ニ
―

-l)
大
野
修
理
太

叩
夫
を
千
五
館
主
と
し
て
、
従
者

二
十
四
人
に
よ
っ
て
開
拓
し
た

11

こ
と
に
誓
る
。
降
っ
て
、
永

血
正
十
四
年
(
-
五
一
七
）
大
飢

一
饉
の
た
め
廃
村
と
な
っ
た
が
、

＂
寛
政
九
年
（
一
七
九
五
）
松
平

叫
越
中
守
定
信
公
の
と
き
、
大
竹

伴
右
衛
門
、
本
戸
久
七
等
、
七

戸
が
再
び
開
墾
し
て
、
今
日
に

一
血
至
っ
て
い
る
。
千
五
沢
八
幡
は

Ill 

打
出
の
小
槌
を
右
手
に
大
袋
を

肩
に
か
け
、
福
の
神
、
殖
財
の
神

と
し
て
信
迎
が
厚
い
。
本
村
で
は

雀
森
上
ノ
入
、
柳
作
、
馬
場
下
な

ど
に
も
あ
る
。

九
頭
龍
大
椎
現

大
字
吉
字
上
ノ
入

か
ん
ば
つ

そ
の
昔
、
干
魃
に
困
っ
た
農
民

は
、
太
鼓
を
た
た
き
鐘
を
な
ら
し

て
、
九
頚
龍
に
雨
乞
い
を
し
た
と

い
う
。
こ
の
碑
は
本
村
唯
一
。

カ
ゼ
を
ひ
か
ぬ
よ
う

一
健
康
に
こ
留
意
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出

ド

（

｀

根

栖

泉

)

[

才

哀

丈

め

I

叩

近

言

成

人

病

の

予

防

週

間

一

永

生
活
、
食
生
活
の
適
止
な
実
施
と
叩
、ノ
庭

木

，＇
照

り

小

鳥

の

，群

る

る

{
.
初
日
和

早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
の

[
I

)

み

仏

を

き

ざ

，`
む

石

エ

の

初

仕

事

I

成

人

病

健

康

診

断

の

受

診

を

す

す

一

あ

ら

た

め

で

打

が

ふ

る

；
山

の

斧

始

芽

牡

丹

の

生

プ

、

9

る

し

る

し

や

雪

囲

』

め
て
お
り
ま
す
が
、
わ
が
村
に
お
；
皿

，＇

い
て
も
こ
の
予
防
週
間
の
一
環
と

111111

雪

雲

の

垂

る

る

阿

武

隈

波

に

ぶ

き

し
て
二
月
十
五
日
村
公
民
館
で
成

111皿

枯

芝

の

日

に

あ

る

暇

の

し

た

し

め

り

人
病
検
診
を
行
な
い
ま
す
の
で
、

多

数

検

診

を

受

け

ら

れ

ま

す

よ

う

皿

雪

峰

抜

き

て

磐

梯

吹

雪

を

り

皿

相

樽

ち

し

風

に

み

だ

る

る

苦

の

穂

お
願
い
し
ま
す
。
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脳
卒
中
、
が
ん
、
心
臓
病
は
、

中
壮
年
層
に
多
い
病
気
で
す
。
こ

れ
ら
を
総
称
し
て
、
い
わ
ゆ
る
成

人
病
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の

成
人
病
は
、
わ
が
国
の
死
因
の
上

位
を
独
占
し
、
脳
卒
中
は
第
一
位

が
ん
は
第
二
位
、
心
臓
病
は
第
三

位
で
国
民
の
死
因
の
半
分
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。

し
か
も
成
人
病
は
、
社
会
的
に

も
家
庭
的
に
も
中
核
と
な
っ
て
い

る
年
令
階
層
の
人
び
と
に
多
発
す

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
社
会
的
経
済

的
損
失
は
非
常
に
大
き
い
と
い
わ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
{

一
方
近
年
の
医
学
医
術
の
進
歩

に
よ
り
脳
卒
中
、
心
臓
病
の
発
生

予
防
や
、
、
が
ん
の
早
期
発
見
も
可

能
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
＇

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
成
人

病
に
対
す
る
国
民
、
と
く
に
壮
年

期
に
あ
る
人
び
と
の
関
心
を
高
め

成
人
病
予
防
の
正
し
い
知
識
を
普

及
す
る
と
と
も
に
、
成
人
病
予
防

の
た
め
の
自
主
的
な
個
人
の
日
常

一`11111111、日1し "11111111印叩.......1 II I I I I # ·~'ff 111 I 11111,;'Ml,tl'I II II II I I●1細を
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ら く さ で は
に‘たは立四
か思は春春日
けわずしま し゚ま
たずなもこ節
息‘のうよ分
もはにやみ‘
白あ寒つの五
くつさて上日

節

身
に
し
み
ま
す
。

春
と
い
う
の
は
、
こ
の
立
春
か
r

ら
立
夏
（
五
月
五
日
）
の
前
日
ま

で
の
、
お
よ
そ
九
十
日
間
で
、
便

宜
上
、
月
で
い
う
と
二
月
、
＿
―
-
月

四
月
に
当
た
り
ま
す
が
、
自
然
の

営
み
は
処
に
よ
っ
て
早
い
遅
い
が

あ
り
「
春
ら
し
い
」
日
の
来
る
ズ

レ
が
あ
る
の
で
、
暦
ど
お
り
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
で
も
ヵ
レ
ソ
ダ
h
じ

を
な
が
め
て
い
る
と
、
春
の
感
情

が
わ
い
て
く
る
こ
と
は
確
か
で
、

寒
気
の
な
か
に
も
ひ
と
す
じ
の
春

色
を
覚
え
ま
す
。
（
月
刊
雑
誌
広

報
よ
り
）

年
（
う
る
う
ど
し
）

こ
と
し
は
閏
年
で
す
。
一
年
は

―
―
―
百
六
十
五
日
で
す
が
、
四
年
に

一
回
閏
年
と
い
う
年
に
ほ
一
日
ふ

や
し
て
三
百
六
十
六
日
と
い
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
一

日
ふ
や
す
の
か
。
ま
ず
、

暦
の
話

か
ら
し
ま
し
ょ
う
。

ロ

わ
た
く
し
た
ち
が
農
業
を
す
る

と
き
、
種
ま
き
や
収
穫
を
す
る
の

に
、
季
節
を
知
ら
な
け
れ
ば
で
き

ま
せ
ん
。
季
節
の
変
化
は
太
陽
の

高
さ
の
変
化
が
主
な
原
因
で
、
地

球
の
公
転
を
も
と
に
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

閏

一
年
は
春
分
か
ら
次
の
春
分
ま

で
の
時
間
で
す
。
こ
れ
を
一
太
陽

年
と
い
い
、
三
六
五
・
ニ
四
ニ
ニ

日
で
す
。
エ
ジ
。
フ
ト
で
は
十
ニ
ヶ

月
全
部
を
三
十
日
ず
つ
に
振
り
当

て
、
五
日
を
余
り
日
と
し
て
一
年

を
三
六
五
日
に
し
ま
し
た
。
し
か

し
四
年
に
一
日
の
ズ
レ
は
百
二
十

四
年
間
に
一
ヶ
月
と
季
節
が
く
い

ち
が
っ
て
来
ま
す
。

紀
元
前
四
十
六
年
に
ユ
リ
ウ
ス

が
こ
の
ニ
ジ
プ
ト
麿
を
と
り
入
れ

て
、
一
年
を
十
ニ
ヶ
月
と
し
、
う

る
う
日
を
二
月
に
入
れ
る
こ
と
や

各
月
の
日
数
を
現
在
の

よ
う
に
大

の
月
、
小
の
月
に
し
て
ユ
リ
ウ
ス

暦
が
で
き
ま
し
た。

ュ
リ
ウ
ス
暦

で
は
一
年
は
平
均
三
六
五
・
ニ
五

日
な
の
で
、
一
年
は

0
・
0
0七

八
日
だ
け
長
く
な
り
、
百
二
十
八

年
に
約
一
日
、
長
い
間
に
だ
ん
だ

ん
こ
の
く
い
ち
が
い
は
大
き
く
な

っ
て
き
ま
す
。

一
年
の
余
り
日

O・
ニ
四
ニ
ニ

日
は
四
年
間
に

0
・
九
六
八
八
日

と
な
る
。
こ
れ
を
西
暦
紀
元
年
数

が
四
で
割
切
れ
る
年
を
う
る
う
年

と
し
て
一
日
、
つ
ま
り
四
年
に
一

日
入
れ
る
。
し
か
し

O・
九
六
八

八
日
を
一
日
と
し
て

入
れ
て
し
ま

う
と
、
こ
の
四

年
間
に
は
一
―
―•
一

二
日
足
り
な
く
、
四
百
年
間
に
は

―
―
-
•
―
二
日
不
足
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
紀
元
年
数
が
百
で

割
れ
る
年
の
う
ち
、
百
で
割
っ
た

値
が
四
で
割
り
切
れ
な
い
年
は
平

年
と
す
る
、
つ
ま
り
四
百
年
に
三

日
の
う
る
う
日
を
除
い
た
わ
け
で

す
。
こ
れ
で
も
ま
だ
厳
密
に
い
え

ば
、
四
千
年
に
約
一
日
不
足
す
る

わ
け
で
す
が
、
こ
れ
く
ら
い
の
く

い
ち
が
い
は
実
用
上
不
便
が
な
い

…
…
と
、
現
在
世
界
中
で
使
わ
れ

て
い
る
暦
で
す
。

な
お
、
閏
を
「
う
る
う
」
と
読

部｝
 

吉ク
'

ク山

小

屋

む
の
は
む
か
し
「
潤
と
書
き
誤
っ

た
こ
と
か
ら
の
訓
」
と
い
う
こ
と

ヽ

で
す
。
閏
と
い
う
字
の
意
味
は
、

あ
ま
り
と
か
正
統
で
な
い
天
子
の

位
を
指
し
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

（
月
刊
雑
誌
広
報
よ
り
）

村
民
碁
将
棋
大
会

公
民
館
主
催
恒
例
の
村
民
碁
将

棋
大
会
を
来
る
二
月
十
一
日
午
前

九
時
か
ら
玉
川
村
公
民
館
で
開
催

い
た
し
ま
す
。
愛
好
者
多
数
の
参

加
帯
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
け
ま
す
＿
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一

（
十
二
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

年

令

世

帯

主

名

続

柄

(o)

由

之

助

孫

(70)

政

司

父

(79)

カ

ネ

房

母

(

7

2

)

鶴

義

父

(

7

2

)

菊

亥

父

辺落

死
亡
者
氏
名

鈴

木

守

有

賀

正

清

大

和

田

ア

サ

森

映

義

石

森

長

太

郎

為
部

落

出

生

児

氏

名

川

辺

野

崎

嘉

津

子

ク

鈴

木

守

小

高

小

林

敦

子

ク

小

針

八

重

子

中

高

．

林

浅

友

ク

小

林

め

ぐ

み

ク

高

＿

林

浅

輝

ク

石

田

博

和

岩

法

寺

村

‘
越

栄

美

＇
子

ク

飯

村

久

美

工

J

竜

崎

上

野

あ

け

み

南

須

釜

塩

沢

洋

子

ク

増

子

伸

枝

ん
•
吉
村
紀
美
子

北

須

釜

関

根

清

子

お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

（
十
二
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

世
帯
主
名

嘉
市
郎

由
之
助

勘

一

幸

助
浅

助

友

吉
浅

広

茂清正

行

武

芳

今
朝
雄

重

勝

康

徳

寺

ョ

続孫ク二孫孫
の
二
男

孫ク長四長孫ク二孫孫

女 女女男 女 柄




